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扉の一言

年
を
と
る
と
、
人
は
自
分
に
二
つ
の
手
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

ひ
と
つ
は
自
分
を
助
け
る
手
、

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
他
人
を
助
け
る
手

オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン

◦
１
面
　
Ｋ
Ｇ
ニ
ュ
ー
ス

新
月
祭
２
０
１
８

キ
ャ
ン
パ
ス
間
連
携
協
定

◦
２
面

体
育
会
新
制
度

Ｋ
Ｇ
Ｂ
新
月
祭
企
画

日
進
月
歩

◦
３
面

Ｋ
．Ｇ
．Ｐ
Ｅ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｅ

扉
の
一
言

素
敵
な
お
店

◦
４
面

学
生
連
盟
財
政
特
集

　
兵
庫
県
西
宮
市
の
阪
神
甲

子
園
球
場
に
お
い
て
、
８
月

５
日
よ
り
第
１
０
０
回
全
国

高
校
野
球
選
手
権
大
会
が
行

わ
れ
た
。
今
大
会
で
は
大
番

狂
わ
せ
が
起
こ
り
、
各
高
校

の
特
色
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
世

間
か
ら
注
目
を
浴
び
た
の

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
ス
タ

イ
ル
だ

一
般
的
な
練
習

法
は
、
指
導
者
が
厳
し
い

練
習
を
徹
底
的
に
つ
け
、

徹
底
的
に
面
倒
を
見
る
も

の
だ
。部
員
は
そ
れ
に
耐
え
、

そ
の
中
で
自
分
を
見
つ
め
る

こ
と
で
成
長
す
る
。た
だ
し
、

こ
れ
は
お
互
い
の
信
頼
関
係

が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い

練
習
法
だ
。
指
導
者
が
部
員

へ
の
思
い
や
り
を
欠
い
て
私

利
私
欲
に
の
ま
れ
た
り
、
部

員
が
指
導
者
へ
の
信
頼
を

失
っ
た
り
す
れ
ば
、
真
の
成

長
は
難
し
い

一
方
で
、
近

年
で
は
部
員
に
練
習
法
を

任
せ
る
や
り
方
を
と
っ
て

い
る
学
校
も
あ
る
。
部
活
動

自
体
が
部
員
の
自
主
的
な

活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
指

導
者
は
ア
ド
バ
イ
ス
の
み

に
と
ど
ま
り
、
サ
ポ
ー
ト
に

ま
わ
る
。
た
だ
し
、
部
員
間

で
活
動
の
目
標
が
異
な
っ

て
い
る
と
、
こ
の
ス
タ
イ
ル

は
意
味
を
な
さ
な
い
。
自
分

た
ち
主
体
で
や
る
か
ら
こ

そ
、
馴
れ
合
い
の
活
動
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
の
だ

今
で
も
、
練
習

法
の
主
流
は
前
者
だ
。
ど
ち

ら
に
も
長
所
は
あ
り
、
ど
ち

ら
が
い
い
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
、
盲
目
的
に
や
る
よ

り
も
、
こ
れ
が
効
率
的
な
の

か
と
疑
う
姿
勢
が
必
要
で

あ
る
。

日　付 イベント 時　間 場　所

神戸三田キャンパス

20日（土） 「口角向上委員会」 14：00〜15：00 体育館

21日（日） YouTuberトークイベント 14：30〜15：30
（13：30�開場） Ⅵ号館101教室

20日（土）
～

21日（日）
さんだはちゃめちゃらんど

20日
12：40〜16：30 正門横芝生・Ⅱ号館101

（雨：第三厚生棟）21日
10：00〜16：30

西宮上ケ原キャンパス

１日（木）
～

３日（祝）

模擬店グランプリ2018
〜モギから始まる新たな青春〜

予選

１日
12：40〜17：20

図書館前
（雨：第５別館第１教室）

２日
10：00〜17：20

３日
10：00〜12：30

３日（祝）
模擬店グランプリ2018
〜モギから始まる新たな青春〜

決勝
15：30〜16：20 図書館前

（雨：第５別館第１教室）

１日（木） K.�G.�AWARD’18
〜This�is�us!〜 14：00〜16：15 プラザステージ

２日（金）
DISH//ライブ2018
〜関学野音　最高の一皿
いただきます〜

15：45〜
（14：00�開場） 中央芝生

３日（祝） イルミネーションLIVE
〜煌めく星のシンフォニー〜

17：20〜
（16：40�開場） 中央芝生

４日（日） 間宮祥太朗トークショー 14：00〜
（13：00�開場） 中央講堂

西宮聖和キャンパス

10日（土）
～

11日（日）
せいわどりーむらんど

10日
12：40〜17：00 図書館前芝生

（雨：６号館生協上・
５号館１階ロビー）11日�

10：00〜17：00

10日（土） HEARTIM�THEATER 14：00〜16：30 １号館横ステージ（雨：山川記念館２階）

11日（日） 233 13：00〜
（11：45�開場） 体育館

　
今
年
７
月
23
日
に
、
本
学
神
戸

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
以
下
、
本
学

Ｋ
Ｓ
Ｃ
）
と
、
慶
應
義
塾
大
学
湘

南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
以
下
、
慶

大
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
は
、
連
携
協
定
を
結

ん
だ
。
本
学
Ｋ
Ｓ
Ｃ
は
総
合
政
策

学
部
と
理
工
学
部
、
両
研
究
科
の

２
学
部
２
大
学
院
が
、
慶
大
Ｓ
Ｆ

Ｃ
に
は
総
合
政
策
学
部
、
環
境
情

報
学
部
、
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究

科
な
ど
の
３
学
部
２
大
学
院
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
異
な
る
大
学
に

よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
連
携
は
、

日
本
初
で
あ
る
。
従
来
と
は
違
う

教
育
や
共
同
研
究
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
行
い
、
教
育
や
研
究
所
を
更

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　
連
携
の
き
っ
か
け
は
、
両
大
学

の
教
員
同
士
の
会
話
だ
。
国
内
の

政
策
系
学
部
の
教
員
が
交
流
を
し

た
際
に
、
本
学
Ｋ
Ｓ
Ｃ
と
慶
大
Ｓ

Ｆ
Ｃ
は
、
互
い
に
「
メ
イ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
と
は
違
う
、
無
二
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い

が
あ
る
と
知
っ
た
。
さ
ら
に
、
両

キ
ャ
ン
パ
ス
共
に
、
文
理
融
合
を

武
器
に
、
学
際
の
高
い
学
び
の
在

り
か
た
を
目
指
し
て
い
た
の
だ
。

こ
の
教
員
同
士
の
会
話
が
発
端
と

な
り
、
今
回
の
連
携
に
至
っ
た
。

　
予
定
し
て
い
る
取
り
組
み
と
し

て
、
教
員
の
相
互
派
遣
が
あ
る
。

学
部
や
専
門
分
野
を
超
え
た
学
び

の
機
会
を
つ
く
る
た
め
、
異
な
る

大
学
で
講
義
を
す
る
と
い
う
も
の

だ
。
ま
た
、
学
生
が
長
期
休
暇
を

利
用
し
て
、
異
な
る
キ
ャ
ン
パ
ス

で
授
業
を
受
け
る
授
業
の
相
互
提

供
や
、
学
生
交
換
も
行
わ
れ
る
予

定
だ
。
ほ
か
に
も
、
ゼ
ミ
間
で
連

携
し
た
共
同
研
究
も
予
定
さ
れ
て

お
り
、
す
で
に
本
学
Ｋ
Ｓ
Ｃ
の
理

工
学
部
と
慶
大
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
環
境
情

報
学
部
で
は
共
同
研
究
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
本
学
総
合
政
策
学
部
学
部
長
の

細
見
和
志
教
授
は
「
学
生
の
『
自

分
の
し
た
い
こ
と
』
が
で
き
る
よ

り
よ
い
環
境
を
、
大
学
と
い
う
教

育
機
関
と
し
て
提
供
・
協
力
し
、

学
生
た
ち
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
細
見
教
授
に
よ
る
と
、
今
年
12

月
に
連
携
協
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
だ
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
が
、
学
生
の
「
自
分
の
し
た

い
こ
と
」
を
発
見
で
き
る
、
よ
い

機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

新たな学びのあり方を
―日本初のキャンパス連携協定―
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新月祭2018実行委員長の堀 俊之さん（経・３）

みんなの思いが満たす月
新月祭2018

　
今
年
も
新
月
祭
が
や
っ
て
き

た
。
10
月
20
日
と
21
日
に
神
戸
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
11
月
１
日
か
ら

４
日
ま
で
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
、
11
月
10
日
と
11
日
に
西
宮
聖

和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。

　
「
月
を
満
た
す
ま
で
、
あ
な
た

と
」。
新
月
祭
２
０
１
８
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
だ
。
月
が
満
ち
る
よ
う

に
、
新
月
祭
２
０
１
８
実
行
委
員

会
（
以
下
、
実
行
委
）
と
来
場
者

が
、
新
月
祭
を
通
し
て
共
に
成
長

し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　
今
年
は
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と

は
別
に
、
実
行
委
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
「
つ
な
が
り
」
を
掲
げ

て
い
る
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
け

で
完
結
せ
ず
、
連
携
を
取
り
な

が
ら
一
つ
の
新
月
祭
２
０
１
８

を
創
る
。
学
年
と
キ
ャ
ン
パ
ス

を
越
え
て
、
新
月
祭
２
０
１
８

を
創
る
仲
間
と
の
「
つ
な
が
り
」

を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
思
い

か
ら
生
ま
れ
た
そ
う
だ
。

　
今
年
の
新
企
画
は
、
10
月
20
日

に
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
る
「
口
角
向
上
委
員
会
」
だ
。

本
学
の
４
団
体
と
吉
本
興
業
株
式

会
社
所
属
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
、
学

天
即
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
だ
。

　
ま
た
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン

パ
ス
の
中
央
講
堂
で
例
年
行
な
わ

れ
て
い
た
ノ
ン
ジ
ャ
ン
ル
ス
テ
ー

ジ
、K. G. AW

ARD

が
今
年
は

プ
ラ
ザ
ス
テ
ー
ジ
で
行
な
わ
れ

る
。
模
擬
店
の
多
い
場
所
に
移
し

た
こ
と
で
、
来
場
者
が
立
ち
寄
り

や
す
い
環
境
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
毎
年
大
人
気
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
に
は
俳
優
の
間
宮
祥
太
朗

が
、
音
楽
ラ
イ
ブ
に
はDISH//
が

出
演
す
る
。
ほ
か
に
も
、
中
央
芝
生

で
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

や
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
親

子
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
楽
し
い

企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。

　
実
行
委
員
長
の
堀
俊
之
さ
ん

（
経
・
３
）
は
本
学
生
に
対
し
「
ぜ

ひ
来
て
ほ
し
い
。
年
に
一
度
の
機

会
な
の
で
、
自
分
の
キ
ャ
ン
パ
ス

だ
け
で
な
く
他
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
す
。

ま
た
、「
地
域
の
方
々
も
学
祭
に

来
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
て
い

模擬店グランプリ2017の様子

る
学
生
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
学
祭
に
し
ま
す
」
と
も
笑
顔

で
語
っ
た
。
新
月
祭
２
０
１
８
、

開
幕
の
時
は
近
い
。

KSCとSFCの協定締結式にて
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会
が
重
な
る
場
合
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加
が
優
先
だ
。

　
前
々
よ
り
体
育
会
会
員
の
学
業

と
の
両
立
に
つ
い
て
は
、
問
題
と

し
て
上
が
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
学

生
の
本
分
で
あ
る
学
業
が
問
題
な

い
か
ら
こ
そ
、
課
外
活
動
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
課
外
活
動
に
足
を

と
ら
れ
、
卒
業
が
危
う
い
と
な
れ

ば
本
末
転
倒
で
あ
る
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
課
の
林
晋
太
郎
さ

ん
も
「
卒
業
が
危
う
い
中
で
は
、

練
習
や
試
合
で
集
中
を
欠
い
て
し

ま
い
、
十
分
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
発
揮
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
」

と
危
惧
す
る
。

　
本
制
度
の
単
位
修
得
基
準
は
、

あ
く
ま
で
試
合
・
大
会
へ
の
出
場

資
格
の
有
無
を
判
断
す
る
も
の
で

あ
る
。
留
学
等
あ
る
だ
ろ
う
が
、

大
学
は
原
則
４
年
で
卒
業
す
る
べ

KGニュース

『大学入試の公平性』『大学入試の公平性』

論説日進月歩日進月歩

　
総
部
放
送
局
（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
で
は
、

新
月
祭
期
間
中
に
「
Ｅ
Ｍ
Ｒ
」
と

い
う
企
画
を
開
催
す
る
。

　
「
Ｅ
Ｍ
Ｒ
」
と
は
「Emotional 

Music Radio

」
の
略
称
で
、
総

部
放
送
局
局
室
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら

放
送
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

期
間
は
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
で
新
月
祭
が
開
催
さ
れ
る
11
月

１
日
か
ら
４
日
の
４
日
間
だ
。
最

初
の
３
日
間
は
、
生
放
送
形
式
の

番
組
が
合
計
で
５
番
組
、
４
日
は

収
録
形
式
の
番
組
が
９
番
組
、
そ

れ
ぞ
れ
放
送
さ
れ
る
。
各
番
組
は

30
分
の
枠
で
行
わ
れ
、
生
放
送
・

収
録
番
組
の
両
方
と
も
音
楽
が
中

心
の
構
成
と
な
る
予
定
だ
。

　
名
前
に
込
め
た
意
味
に
つ
い

て
、
企
画
の
責
任
者
で
あ
る
串
綾

　
本
学
は
２
０
１
９
年
度
よ
り
体

育
会
に
加
入
す
る
学
生
に
対
し
、

Academic Eligibility for 
KG athletes

（
関
西
学
院
大

学
体
育
会
員
に
関
す
る
対
外
試 

合
出
場
の
た
め
の
資
格
制
度
）
を

実
施
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
所

定
の
単
位
数
を
修
得
し
て
い
る

こ
と
が
、
対
外
試
合
・
大
会
へ

の
出
場
条
件
と
な
る
。

　
修
得
単
位
数
に
よ
る
出
場
資

格
の
判
定
は
、
資
格
判
定
と
復

活
判
定
の
２
つ
で
行
わ
れ
る
予

定
だ
。

　
資
格
判
定
は
体
育
会
会
員
の

全
員
が
対
象
で
、
基
本
４
回
行

わ
れ
る
。
実
施
の
時
期
は
、
大
学

在
籍
１
年
目
は
半
期
ご
と
に
、２
・

３
年
目
か
ら
は
秋
学
期
終
了
時

だ
。
会
員
は
判
定
時
の
修
得
単

位
数
に
よ
り
出
場
資
格
あ
り

（
以
下
、
資
格
あ
り
）、
条
件
付

き
出
場
資
格
あ
り
（
以
下
、
条

件
付
き
）、出
場
資
格
な
し
（
以

下
、
資
格
な
し
）
の
３
つ
に
分

類
さ
れ
る
。

　
復
活
判
定
は
前
回
の
判
定
で

条
件
付
き
、
ま
た
は
資
格
な
し
該

当
者
の
み
が
対
象
と
な
る
。
資
格

判
定
が
行
わ
れ
な
い
学
期
に
行

わ
れ
、
こ
こ
で
規
定
の
単
位
数
を

修
得
で
き
て
い
れ
ば
資
格
あ
り
、

条
件
付
き
へ
と
復
活
で
き
る
。

　
資
格
な
し
の
該
当
者
は
、
対
外

さ
ん
（
文
・
２
）
は
「
音
楽
を
中

心
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
、
聴
い
て
く
れ
る
人
た
ち
の
心

を
動
か
し
た
か
っ
た
」
と
語
る
。

　
「
Ｅ
Ｍ
Ｒ
」
は
２
年
前
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
。
昨
年
と
の
大
き
な

違
い
に
つ
い
て
、
特
に
収
録
形
式

の
番
組
を
増
や
し
た
こ
と
が
あ

る
。
収
録
番
組
は
生
放
送
と
は
異

な
り
、
事
前
に
収
録
し
編
集
し
た

も
の
を
完
成
形
と
し
て
放
送
で
き

る
利
点
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

番
組
制
作
に
係
わ
る
部
員
の
数
も

昨
年
よ
り
増
え
て
、
番
組
内
容
も

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

だ
。

　
Ｋ
Ｇ
Ｂ
渉
外
副
局
長
で
、
Ｅ
Ｍ

Ｒ
の
番
組
制
作
に
も
携
わ
っ
て
い

る
塚
本
涼
一
郎
さ
ん（
社
・
３
）は
、

特
に
お
す
す
め
の
番
組
を
２
つ
挙

げ
た
。『
案
外
わ
る
な
い
関
西
学

院
』
と
い
う
番
組
は
、
過
去
５
年

間
の
関
関
同
立
の
大
学
祭
に
出
演

し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
比
較
・
特

集
し
、
本
学
の
豪
華
な
顔
ぶ
れ
に

つ
い
て
振
り
返
ろ
う
と
い
う
企
画

で
あ
る
。『
こ
れ
の
タ
イ
ト
ル
、

何
だ
ろ
な
』
と
い
う
番
組
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
存
在
す
る
フ

リ
ー
音
源
の
中
で
、
聞
き
馴
染
み

は
あ
っ
て
も
タ
イ
ト
ル
が
わ
か
ら

な
い
音
源
の
タ
イ
ト
ル
を
当
て
よ

う
と
い
う
企
画
で
あ
る
。
塚
本
さ

ん
は
「
Ｅ
Ｍ
Ｒ
は
ほ
か
の
企
画
と

比
べ
て
も
自
由
度
が
高
く
、
の
び

の
び
と
後
輩
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
っ
た
。

　
最
後
に
、
串
さ
ん
は
「
ま
ず
は

新
月
祭
に
来
て
も
ら
い
、
学
内
に

流
れ
て
い
る
放
送
に
耳
を
傾
け
て

み
て
ほ
し
い
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に

Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え

る
と
嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
Ｋ
Ｇ
Ｂ
は
、
新
月

祭
期
間
中
に
中
央
芝
生
や
学
生
会

館
ホ
ー
ル
（
マ
マ
上
ホ
ー
ル
）
に

て
、
企
画
を
行
う
。
昨
年
よ
り
も

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
Ｋ
Ｇ
Ｂ
。
新

月
祭
で
の
企
画
が
待
ち
遠
し
い
。

（
Ｔ
・
Ｎ
）

試
合
・
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
、
選
手
以
外
の

役
割
を
持
っ
て
い
る
場
合
も
、
そ

の
役
割
に
あ
た
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
ま
た
、
条
件
付
き
・
資
格
な

し
該
当
者
は
修
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

　
修
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
原

則
３
ヶ
月
間
行
わ
れ
る
。
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
週
１
回
、
90
分
で
開
講

さ
れ
る
予
定
だ
。
具
体
的
な
内
容

は
、
今
後
詰
め
て
い
く
そ
う
だ
。

ま
た
、
条
件
付
き
の
該
当
者
は
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
す
べ
て
の
出
席

を
条
件
に
、
試
合
出
場
資
格
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
と
試
合
・
大

昨年のEMRの様子

き
で
あ
る
。
林
さ
ん
も
そ
の
点
は

強
調
し
て
語
っ
て
い
た
。「
そ
も

そ
も
、
自
分
や
仲
間
同
士
で
統
率

す
る
問
題
で
は
あ
る
。
難
し
い
基

準
で
は
な
い
の
で
、
学
業
と
両
立

し
た
う
え
で
、
課
外
活
動
で
も
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
ほ
し

い
」
と
も
林
さ
ん
は
話
し
た
。

　
今
回
は
本
学
体
育
会
の
み
に
制

度
が
作
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
も
修
得
単
位
数
が
危
険
な
の

に
、
課
外
活
動
に
参
加
し
て
い
る

学
生
が
増
え
て
し
ま
え
ば
、
ほ
か

の
団
体
に
も
同
様
の
制
度
が
定
め

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
学
業
と

の
両
立
問
題
は
、
学
生
で
あ
る
以

上
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ

る
。
学
生
連
盟
加
盟
団
体
は
も
ち

ろ
ん
、
登
録
団
体
や
公
認
団
体
も

組
織
統
制
を
行
い
、
自
己
統
制
を

促
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。（
Ａ
・
Ｍ
）

　
今
年
７
月
初
旬
か
ら
、
東
京
医

科
大
の
入
試
に
関
す
る
問
題
に
つ

い
て
、
政
界
や
教
育
行
政
界
に
波

紋
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
事
の
発
端
は
７
月
４
日
の
文
部

科
学
省
前
局
長
佐
野
太
氏
の
受
託

収
賄
容
疑
で
の
逮
捕
だ
。
昨
年
６

月
ご
ろ
、
佐
野
氏
は
東
京
医
科
大

の
臼
井
正
彦
前
理
事
長
の
依
頼
に

よ
り
、
東
京
医
科
大
に
対
し
「
私

立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事

業
」
へ
応
募
す
る
計
画
書
の
書
き

方
を
助
言
。
同
年
11
月
に
東
京
医

科
大
は
、
こ
の
事
業
の
対
象
校
と

し
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
助
成
金
と
し
て
３
５
０
０
万

円
の
交
付
を
受
け
た
。
そ
し
て
今

年
２
月
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
、

佐
野
氏
の
息
子
の
一
般
入
試
の
点

数
を
一
次
試
験
、
二
次
試
験
と
も

に
10
点
加
点
し
、
本
来
不
合
格
で

あ
っ
た
は
ず
の
彼
を
不
正
に
合
格

と
し
た
。

　
さ
ら
に
８
月
初
旬
、
過
去
に
女

子
受
験
生
の
一
次
試
験
の
点
数
を

不
正
に
操
作
し
、
女
子
入
学
者
の

数
を
抑
え
て
い
た
こ
と
が
関
係
者

へ
の
取
材
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

東
京
医
科
大
は
、
３
浪
以
上
の
男

子
受
験
生
の
点
数
も
不
利
に
な
る

よ
う
に
不
正
に
操
作
し
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
が
報
道
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
入
試
に
お

け
る
信
頼
性
は
大
き
く
損
な
わ
れ

た
。
大
学
側
は
、
受
験
生
の
合
否

を
決
め
る
権
限
の
す
べ
て
を
持
っ

て
い
る
。
受
験
生
の
今
後
の
人
生

は
、
大
学
側
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
今
回
不
正
な
点
数
操
作
が
行

わ
れ
た
一
般
入
試
は
、
点
数
の
み

で
合
否
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
た
し
か
に
、
大
学
入
試
に
お

け
る
合
否
は
、
と
て
も
不
透
明
な

も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
公
平
な
合

否
判
定
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
大
学
側
が
不
正
を
し
て
い

る
よ
う
で
は
大
学
入
試
に
お
け
る

信
頼
性
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る

だ
ろ
う
。

　
今
回
の
東
京
医
科
大
の
入
試
に

関
す
る
問
題
で
は
、
文
部
科
学
省

の
信
頼
も
ま
た
、
大
き
く
損
な
わ

れ
た
。
文
部
科
学
省
は
、
各
大
学

に
公
正
確
保
を
求
め
て
き
た
。
そ

の
前
局
長
が
、
自
分
の
息
子
を
不

正
に
大
学
に
合
格
さ
せ
た
と
い
う

の
は
、
大
変
衝
撃
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
以
上
に
国
民
の
税
金

か
ら
賄
わ
れ
て
い
る
大
学
へ
の
助

成
金
が
、
こ
の
よ
う
に
官
僚
の
私

益
の
た
め
に
支
払
わ
れ
て
い
る
と

い
う
の
は
、
国
民
に
対
す
る
背
徳

行
為
だ
。
官
僚
の
倫
理
観
は
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
国

民
の
間
で
は
、
文
部
科
学
省
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
行
政
全

体
に
対
し
て
不
信
感
が
募
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
学
入
試
や
文

部
科
学
省
の
信
頼
が
大
き
く
損
な

わ
れ
、
非
難
さ
れ
て
い
る
中
、
今

回
の
問
題
に
賛
意
を
示
す
人
々
も

い
る
。
一
部
の
医
療
関
係
者
た
ち

だ
。
８
月
５
日
に
放
送
さ
れ
た
Ｔ 

Ｂ
Ｓ
系
「
サ
ン
デ
ー
ジ
ャ
ポ
ン
」

で
、
女
性
医
師
タ
レ
ン
ト
と
し
て

有
名
な
西
川
史
子
氏
が
、
医
学

部
入
試
で
の
女
性
差
別
に
つ
い

て
「
当
た
り
前
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。
彼
女
は
こ
れ
に
続
け
て
「
東

京
医
科
大
に
限
ら
な
い
。
上
か
ら

合
格
さ
せ
て
い
け
ば
女
性
ば
か
り

に
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
重
た

い
人
の
股
関
節
脱
臼
を
背
負
え
る

か
っ
て
言
っ
た
ら
、
女
性
は
無
理

な
ん
で
す
よ
」
と
述
べ
た
。
彼
女

は
翌
週
の
放
送
で
釈
明
を
し
た
が
、

こ
の
発
言
は
大
き
く
世
間
を
騒
が

せ
た
。
ま
た
、
女
性
医
師
は
出
産

や
育
児
の
た
め
離
職
し
て
し
ま
う

の
で
、
女
子
受
験
生
の
点
数
の
一

律
減
点
は
理
解
で
き
る
と
い
う
意

見
も
、
多
く
の
医
療
関
係
者
か
ら

上
が
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
女
性

医
師
の
数
を
抑
え
る
こ
と
は
、
医

療
現
場
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高

め
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
は
女
性
の
人
権
を
侵
害
し
て

い
る
。
医
療
現
場
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
高
め
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

医
学
部
入
試
で
女
性
を
不
当
に
扱

う
の
で
は
な
く
、
医
療
現
場
で
の

女
性
の
働
き
方
を
改
め
る
べ
き
だ
。

　
今
回
の
東
京
医
科
大
の
入
試
に

関
す
る
一
連
の
騒
動
で
、
様
々
な

問
題
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
医
学
部
入
試
の
公
平
性
に
つ

い
て
は
、
今
も
な
お
調
査
が
行
わ

れ
続
け
て
い
る
。
医
学
部
受
験
生

や
医
療
関
係
者
以
外
に
と
っ
て

は
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
他
人
事
に

思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、

医
療
を
受
け
る
の
は
私
た
ち
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
今
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
で
、
将
来
私
た
ち
に

医
療
を
施
し
て
く
れ
る
人
材
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

2019年度入学生より適用
〜
Ｋ
Ｇ
Ｂ
新
月
祭
企
画
〜

〜
Ｋ
Ｇ
Ｂ
新
月
祭
企
画
〜

届
け
た
い 

心
動
か
す
番
組
を

届
け
た
い 

心
動
か
す
番
組
を

〜Academic Eligibility for KG athletes

実
施
〜

学
生
の
本
分
を
忘
れ
ず
に

2018年10月5日関 西 学 院 大 学 新 聞

2018年10月5日 関 西 学 院 大 学 新 聞
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れ
麺
が
絡
み
合
う
一
杯
は
多
く
の

人
を
魅
了
し
て
い
る
。

　
「
三
代
目 

麺
屋 

あ
く
た
川
」

は
京
都
で
同
志
社
大
学
の
学
生
を

中
心
に
人
気
を
集
め
た
「
あ
く
た

川
」
の
３
店
舗
目
と
し
て
開
店
し

た
。
こ
れ
ら
は
同
じ「
あ
く
た
川
」

の
看
板
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
店
舗
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
「
三
代
目 

麺
屋 

あ
く
た
川
」

の
店
長
、
平
山
さ
ん
は
家
系
ラ
ー

メ
ン
の
有
名
店
「
武
蔵
家
」
で
修

行
し
た
。「
三
代
目 

麺
屋 

あ
く

た
川
」で
提
供
す
る
ラ
ー
メ
ン
も
、

そ
こ
で
修
得
し
た
も
の
が
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
家
系

ラ
ー
メ
ン
」
を
前
面
に
出
す
こ
と

は
な
く
、
あ
く
ま
で
よ
り
良
い
一

杯
を
提
供
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
ラ
ー
メ
ン
作

り
に
お
い
て
「
変
化
」
を
大
切
に

し
、
一
つ
の
形
に
拘
泥
す
る
こ
と

な
く
、
日
々
改
良
を
続
け
る
。

　
ス
ー
プ
は
常
に
最
高
の
も
の
を

提
供
す
る
た
め
に
、
開
店
後
も
調

整
を
続
け
る
。
常
に
ス
ー
プ
を
調

整
し
続
け
る
た
め
に
様
々
な
工
夫

が
隠
さ
れ
て
い
る
。
豚
ガ
ラ
・
鶏

ガ
ラ
を
正
確
に
寸
胴
内
に
組
む
や

り
方
や
、
戻
し
炊
き
と
い
う
独
特

の
方
法
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
の

日
の
出
足
な
ど
を
予
想
・
把
握
し

て
調
整
す
る
技
は
一
朝
一
夕
に
は

会
得
で
き
な
い
。

　
店
の
雰
囲
気
も
魅
力
的
だ
。
清

　
ラ
ー
メ
ン
店
「
三
代
目 

麺
屋 

あ
く
た
川
」
は
今
年
の
３
月
、
阪

急
甲
東
園
駅
前
に
開
店
し
た
。
す

で
に
関
学
生
を
は
じ
め
、
老
若
男

女
問
わ
ず
賑
わ
い
を
み
せ
て
い

る
。
豚
骨
・
鶏
ガ
ラ
を
煮
込
み
、

旨
味
が
凝
縮
さ
れ
た
ス
ー
プ
に
縮

スタッフの永井さん（左）、店長の平山さん（右）

　
話
は
上
手
い
ほ
う
が
い
い
。
こ
こ
で
の
「
上
手
い
」
と
い
う
の
は
、

面
白
い
だ
と
か
聞
き
入
っ
て
し
ま
う
だ
と
か
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
あ

れ
ば
、
相
手
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
何
ら
か
の
要
素
を
持
っ
た

と
い
う
意
味
で
も
い
い
。
ど
ち
ら
の
意
味
に
お
い
て
も
、
自
分
の
好
感

度
が
上
が
っ
た
り
、
有
利
に
事
を
進
め
た
り
す
る
の
に
使
え
る
。
人
間

は
ど
う
し
て
も
他
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
生
き
ざ
る
を

得
な
い
た
め
、
話
が
上
手
い
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
武
器
に
な
る
。
た
だ
、

こ
の
上
手
下
手
を
決
め
る
も
の
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
要

因
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
今
回
は
抑
揚
だ
と
か
話
題
の
呈
示
の
仕
方
な
ど

の
話
し
手
の
要
因
で
は
な
く
、
聞
き
手
の
要
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
い

き
た
い
。

　
予
め
断
っ
て
お
く
と
、
筆
者
自
身
は
話
が
上
手
い
人
で
は
な
い
と
思

う
。
こ
う
し
て
文
章
を
書
く
と
き
は
、
な
る
べ
く
面
白
い
と
思
っ
て
も

ら
い
た
い
か
ら
、
言
葉
選
び
や
構
成
な
ど
に
気
を
配
る
け
れ
ど
も
、
実

際
の
会
話
に
な
る
と
そ
こ
ま
で
頭
が
回
ら
ず
、口
下
手
に
な
る
。
だ
か
ら
、

こ
れ
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
で
話
上
手
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
は
ご
了

承
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
て
、
前
述
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
な
お
偉
そ
う
に
書
か
せ
て
も
ら

う
と
、
話
の
上
手
下
手
は
聞
き
手
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

な
ぜ
な
ら
、
上
手
下
手
を
評
価
す
る
の
は
常
に
聞
き
手
だ
か
ら
で
あ
る
。

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
よ
う
。
聞
き
手
が
い
な
い
場
合
、
話
し
手
が
ど
ん

な
に
努
力
を
し
よ
う
と
も
、
そ
の
話
は
面
白
く
も
何
と
も
な
い
。
評
価

が
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る
。
で
は
次
に
、
聞
き

手
が
一
人
い
る
場
合
、
そ
の
話
は
評
価
を
受
け
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、

例
え
ば
聞
き
手
が
話
し
手
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
れ
ば
、
そ
の
話
は
面

白
い
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ず
、
逆
に
嫌
悪
的
で
あ
れ
ば
、
同
じ
話
で

も
つ
ま
ら
な
く
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
。
恋
人
と
の
会
話
で
も
思
い
浮
か
べ

る
と
良
い
。
筆
者
は
恋
人
が
い
た
こ
と
が
な
い
た
め
分
か
ら
な
い
が
。

　
或
い
は
、
話
し
手
が
知
ら
な
い
言
語
で
話
し
て
い
た
ら
、
ど
ん
な
話

だ
ろ
う
と
上
手
と
言
え
な
い
し
、
何
な
ら
つ
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
話
の

上
手
下
手
は
聞
き
手
の
知
識
に
依
存
し
て
い
る
。
だ
か
ら
聞
き
手
が
複

数
い
る
場
合
な
ら
、
同
じ
話
を
聞
い
て
も
話
し
上
手
だ
と
思
う
人
と
、

そ
う
は
思
わ
な
い
人
が
出
て
く
る
。
話
の
構
成
と
か
言
葉
選
び
の
技
術

と
か
い
う
も
の
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
条
件
を
乗
り
越
え
た
後
に
発

生
す
る
も
の
で
あ
り
、
料
理
で
例
え
る
と
仕
上
げ
に
塩
こ
し
ょ
う
で
味

を
調
え
て
い
る
程
度
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
上
手
下
手
で
表
現

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
「
理
解
で
き
る
・
で
き
な
い
」「
そ
も
そ
も
聞

く
気
が
あ
る
・
な
い
」
と
い
う
次
元
に
お
け
る
問
題
で
あ
る
気
が
し
て

な
ら
な
い
。
下
手
と
言
わ
れ
る
側
の
筆
者
が
言
う
と
、
何
だ
か
負
け
犬

の
遠
吠
え
に
も
聞
こ
え
る
が
、
話
し
手
は
ほ
と
ん
ど
大
差
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
の
が
、
今
回
の
結
論
で
あ
る
。

『
話
の
上
手
な
人
と
下
手
な
人
に
つ
い
て
』

重
枝
和
盛

テ
ィ
ア
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

　
「
最
初
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

ま
し
た
」と
森
本
さ
ん
は
語
っ
た
。

大
学
一
年
生
の
時
、
先
輩
に
誘
わ

れ
て
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

参
加
し
た
の
が
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
た
。
学
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

い
る
と
、
様
々
な
人
と
出
会
う
こ

と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

見
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。ま
た
、

自
ら
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
学

生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
つ

な
が
り
で
、
双
方
か
ら
感
謝
さ
れ

た
こ
と
が
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
一
番
う
れ
し
い
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
森
本
さ
ん
は
「
こ
の

学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
色
々

な
人
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
成
長
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
興
味
の
あ

♯31．ヒューマン・サービス支援室
学生コーディネーター代表

森本　敦史さん（文・３）
　
本
学
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
希
望
す
る
学
生
を
支
援
す

る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー
ビ

ス
支
援
室
（
以
下
、
支
援
室
）
が

あ
る
。
今
回
は
本
学
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
学
生
を

つ
な
ぐ
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
主
役
だ
。

　
森
本
敦
史
さ
ん
（
文
・
３
）
は

こ
の
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

代
表
で
あ
る
。
森
本
さ
ん
に
よ
る

と
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕

事
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
る
と

い
う
。
１
つ
目
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」
で

あ
る
。
支
援
室
に
来
た
学
生
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
す
る
。

学
生
と
の
会
話
の
中
で
学
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
に
適

合
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
探

し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
。

　
２
つ
目
は「
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
」

で
あ
る
。
学
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
普
及
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

る
人
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と

学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
文
民
へ

の
最
高
勲
章
で
あ
る
、
大
統
領
自

由
勲
章
が
授
与
さ
れ
た
。

　
な
ぜ
、
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
は
女
優

業
を
犠
牲
に
し
て
、
ユ
ニ
セ
フ
で

の
活
動
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
、

彼
女
の
少
女
時
代
が
深
く
関
わ
っ

て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、

彼
女
が
当
時
暮
ら
し
て
い
た
オ
ラ

ン
ダ
に
、
ド
イ
ツ
が
侵
攻
。
当
時

で
あ
る
。
彼
女
の
名
前
を
知
ら
な

い
人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
、
女
優
と
し
て

才
能
溢
れ
る
彼
女
が
人
生
を
か
け

た
も
の
は
、
女
優
業
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
彼
女
は
、
人
生
の
後
半

の
ほ
と
ん
ど
を
国
際
連
合
児
童
基

金
（
ユ
ニ
セ
フ
）
で
の
仕
事
に
捧

げ
た
。
そ
し
て
、
１
９
９
２
年
の

終
わ
り
に
は
、
ユ
ニ
セ
フ
親
善
大

使
と
し
て
の
活
動
に
対
し
て
、
ア

　
私
た
ち
は
日
々
の
生
活
の
な
か

で
、
ど
れ
く
ら
い
他
人
を
思
う
こ

と
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
自

分
の
こ
と
で
一
杯
一
杯
に
な
っ

て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た

と
き
、
自
分
の
手
を
見
つ
め
て
、

こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

　
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー

ン
。
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
、
エ
ミ
ー

賞
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
、
ト
ニ
ー
賞
の

受
賞
経
験
を
持
つ
数
少
な
い
人
物

11
歳
だ
っ
た
彼
女
は
、
栄
養
失
調

に
苦
し
み
、
重
度
の
貧
血
と
呼
吸

器
障
害
、
浮
腫
に
悩
ま
さ
れ
た
。

彼
女
が
少
女
時
代
に
受
け
た
こ
れ

ら
の
戦
争
体
験
が
、
後
年
の
ユ
ニ

セ
フ
へ
の
献
身
に
つ
な
が
っ
た
と

い
え
る
。

　
ユ
ニ
セ
フ
で
の
経
験
を
通
し

て
、
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
は
こ
ん
な
言

葉
も
残
し
て
い
る
。『
愛
さ
れ
る

よ
り
、
愛
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。』

　
私
た
ち
は
、
自
分
の
こ
と
だ
け

に
必
死
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち

だ
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
他
人
を

助
け
る
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。私
た
ち
は
こ
の
世
界
で
、

手
を
取
り
合
っ
て
生
き
て
ゆ
く
の

だ
か
ら
。

『
年
を
と
る
と
、
人
は
自
分
に
二
つ
の
手
が
あ
る
こ
と
に

　
気
づ
き
ま
す
。
ひ
と
つ
は
自
分
を
助
け
る
手
。

　
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
他
人
を
助
け
る
手
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン

潔
な
店
内
や
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
店

主
は
、
そ
れ
目
当
て
で
来
る
客
が

い
る
ほ
ど
だ
。
ま
た
、
学
生
に
積

極
的
に
来
店
し
て
欲
し
い
と
い
う

気
持
ち
か
ら
、
お
か
わ
り
自
由
の

ラ
イ
ス
を
50
円
で
提
供
し
て
い

る
。

　
加
え
て
同
店
は
常
連
が
多
い
。

常
連
客
の
名
前
を
貼
り
出
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
す
る「
帯
シ
ス
テ
ム
」

は
、
同
店
が
常
連
客
を
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
の
象
徴
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
ラ
イ
ス
が
時
々
、
炊
き
込

み
ご
飯
に
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
来

る
た
び
に
変
化
の
あ
る
店
作
り
を

心
が
け
て
い
る
と
い
う
。

　
長
く
暑
か
っ
た
夏
休
み
の
果

て
、今
年
も
秋
学
期
が
始
ま
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
は
続
く
が
季
節

は
食
欲
の
秋
、
夏
の
ク
ー
ラ
ー
で

冷
え
切
っ
た
身
体
に
も
ピ
ッ
タ

リ
、
ス
タ
ミ
ナ
回
復
に
も
抜
群
な

「
三
代
目 

麺
屋 

あ
く
た
川
」
の

一
杯
は
心
も
体
も
温
め
て
く
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。
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れ
麺
が
絡
み
合
う
一
杯
は
多
く
の

人
を
魅
了
し
て
い
る
。

　
「
三
代
目 

麺
屋 

あ
く
た
川
」

は
京
都
で
同
志
社
大
学
の
学
生
を

中
心
に
人
気
を
集
め
た
「
あ
く
た

川
」
の
３
店
舗
目
と
し
て
開
店
し

た
。
こ
れ
ら
は
同
じ「
あ
く
た
川
」

の
看
板
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
店
舗
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
「
三
代
目 

麺
屋 

あ
く
た
川
」

の
店
長
、
平
山
さ
ん
は
家
系
ラ
ー

メ
ン
の
有
名
店
「
武
蔵
家
」
で
修

行
し
た
。「
三
代
目 

麺
屋 

あ
く

た
川
」で
提
供
す
る
ラ
ー
メ
ン
も
、

そ
こ
で
修
得
し
た
も
の
が
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
家
系

ラ
ー
メ
ン
」
を
前
面
に
出
す
こ
と

は
な
く
、
あ
く
ま
で
よ
り
良
い
一

杯
を
提
供
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
ラ
ー
メ
ン
作

り
に
お
い
て
「
変
化
」
を
大
切
に

し
、
一
つ
の
形
に
拘
泥
す
る
こ
と

な
く
、
日
々
改
良
を
続
け
る
。

　
ス
ー
プ
は
常
に
最
高
の
も
の
を

提
供
す
る
た
め
に
、
開
店
後
も
調

整
を
続
け
る
。
常
に
ス
ー
プ
を
調

整
し
続
け
る
た
め
に
様
々
な
工
夫

が
隠
さ
れ
て
い
る
。
豚
ガ
ラ
・
鶏

ガ
ラ
を
正
確
に
寸
胴
内
に
組
む
や

り
方
や
、
戻
し
炊
き
と
い
う
独
特

の
方
法
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
の

日
の
出
足
な
ど
を
予
想
・
把
握
し

て
調
整
す
る
技
は
一
朝
一
夕
に
は

会
得
で
き
な
い
。

　
店
の
雰
囲
気
も
魅
力
的
だ
。
清

　
ラ
ー
メ
ン
店
「
三
代
目 

麺
屋 

あ
く
た
川
」
は
今
年
の
３
月
、
阪

急
甲
東
園
駅
前
に
開
店
し
た
。
す

で
に
関
学
生
を
は
じ
め
、
老
若
男

女
問
わ
ず
賑
わ
い
を
み
せ
て
い

る
。
豚
骨
・
鶏
ガ
ラ
を
煮
込
み
、

旨
味
が
凝
縮
さ
れ
た
ス
ー
プ
に
縮

スタッフの永井さん（左）、店長の平山さん（右）

　
話
は
上
手
い
ほ
う
が
い
い
。
こ
こ
で
の
「
上
手
い
」
と
い
う
の
は
、

面
白
い
だ
と
か
聞
き
入
っ
て
し
ま
う
だ
と
か
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
あ

れ
ば
、
相
手
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
何
ら
か
の
要
素
を
持
っ
た

と
い
う
意
味
で
も
い
い
。
ど
ち
ら
の
意
味
に
お
い
て
も
、
自
分
の
好
感

度
が
上
が
っ
た
り
、
有
利
に
事
を
進
め
た
り
す
る
の
に
使
え
る
。
人
間

は
ど
う
し
て
も
他
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
生
き
ざ
る
を

得
な
い
た
め
、
話
が
上
手
い
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
武
器
に
な
る
。
た
だ
、

こ
の
上
手
下
手
を
決
め
る
も
の
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
要

因
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
今
回
は
抑
揚
だ
と
か
話
題
の
呈
示
の
仕
方
な
ど

の
話
し
手
の
要
因
で
は
な
く
、
聞
き
手
の
要
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
い

き
た
い
。

　
予
め
断
っ
て
お
く
と
、
筆
者
自
身
は
話
が
上
手
い
人
で
は
な
い
と
思

う
。
こ
う
し
て
文
章
を
書
く
と
き
は
、
な
る
べ
く
面
白
い
と
思
っ
て
も

ら
い
た
い
か
ら
、
言
葉
選
び
や
構
成
な
ど
に
気
を
配
る
け
れ
ど
も
、
実

際
の
会
話
に
な
る
と
そ
こ
ま
で
頭
が
回
ら
ず
、口
下
手
に
な
る
。
だ
か
ら
、

こ
れ
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
で
話
上
手
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
は
ご
了

承
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
て
、
前
述
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
な
お
偉
そ
う
に
書
か
せ
て
も
ら

う
と
、
話
の
上
手
下
手
は
聞
き
手
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

な
ぜ
な
ら
、
上
手
下
手
を
評
価
す
る
の
は
常
に
聞
き
手
だ
か
ら
で
あ
る
。

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
よ
う
。
聞
き
手
が
い
な
い
場
合
、
話
し
手
が
ど
ん

な
に
努
力
を
し
よ
う
と
も
、
そ
の
話
は
面
白
く
も
何
と
も
な
い
。
評
価

が
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る
。
で
は
次
に
、
聞
き

手
が
一
人
い
る
場
合
、
そ
の
話
は
評
価
を
受
け
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、

例
え
ば
聞
き
手
が
話
し
手
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
れ
ば
、
そ
の
話
は
面

白
い
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ず
、
逆
に
嫌
悪
的
で
あ
れ
ば
、
同
じ
話
で

も
つ
ま
ら
な
く
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
。
恋
人
と
の
会
話
で
も
思
い
浮
か
べ

る
と
良
い
。
筆
者
は
恋
人
が
い
た
こ
と
が
な
い
た
め
分
か
ら
な
い
が
。

　
或
い
は
、
話
し
手
が
知
ら
な
い
言
語
で
話
し
て
い
た
ら
、
ど
ん
な
話

だ
ろ
う
と
上
手
と
言
え
な
い
し
、
何
な
ら
つ
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
話
の

上
手
下
手
は
聞
き
手
の
知
識
に
依
存
し
て
い
る
。
だ
か
ら
聞
き
手
が
複

数
い
る
場
合
な
ら
、
同
じ
話
を
聞
い
て
も
話
し
上
手
だ
と
思
う
人
と
、

そ
う
は
思
わ
な
い
人
が
出
て
く
る
。
話
の
構
成
と
か
言
葉
選
び
の
技
術

と
か
い
う
も
の
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
条
件
を
乗
り
越
え
た
後
に
発

生
す
る
も
の
で
あ
り
、
料
理
で
例
え
る
と
仕
上
げ
に
塩
こ
し
ょ
う
で
味

を
調
え
て
い
る
程
度
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
上
手
下
手
で
表
現

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
「
理
解
で
き
る
・
で
き
な
い
」「
そ
も
そ
も
聞

く
気
が
あ
る
・
な
い
」
と
い
う
次
元
に
お
け
る
問
題
で
あ
る
気
が
し
て

な
ら
な
い
。
下
手
と
言
わ
れ
る
側
の
筆
者
が
言
う
と
、
何
だ
か
負
け
犬

の
遠
吠
え
に
も
聞
こ
え
る
が
、
話
し
手
は
ほ
と
ん
ど
大
差
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
の
が
、
今
回
の
結
論
で
あ
る
。

『
話
の
上
手
な
人
と
下
手
な
人
に
つ
い
て
』

重
枝
和
盛

テ
ィ
ア
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

　
「
最
初
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

ま
し
た
」と
森
本
さ
ん
は
語
っ
た
。

大
学
一
年
生
の
時
、
先
輩
に
誘
わ

れ
て
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

参
加
し
た
の
が
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
た
。
学
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

い
る
と
、
様
々
な
人
と
出
会
う
こ

と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

見
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。ま
た
、

自
ら
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
学

生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
つ

な
が
り
で
、
双
方
か
ら
感
謝
さ
れ

た
こ
と
が
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
一
番
う
れ
し
い
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
森
本
さ
ん
は
「
こ
の

学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
色
々

な
人
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
成
長
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
興
味
の
あ

♯31．ヒューマン・サービス支援室
学生コーディネーター代表

森本　敦史さん（文・３）
　
本
学
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
希
望
す
る
学
生
を
支
援
す

る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー
ビ

ス
支
援
室
（
以
下
、
支
援
室
）
が

あ
る
。
今
回
は
本
学
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
学
生
を

つ
な
ぐ
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
主
役
だ
。

　
森
本
敦
史
さ
ん
（
文
・
３
）
は

こ
の
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

代
表
で
あ
る
。
森
本
さ
ん
に
よ
る

と
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕

事
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
る
と

い
う
。
１
つ
目
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」
で

あ
る
。
支
援
室
に
来
た
学
生
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
す
る
。

学
生
と
の
会
話
の
中
で
学
生
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
に
適

合
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
探

し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
。

　
２
つ
目
は「
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
」

で
あ
る
。
学
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
普
及
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

る
人
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と

学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
文
民
へ

の
最
高
勲
章
で
あ
る
、
大
統
領
自

由
勲
章
が
授
与
さ
れ
た
。

　
な
ぜ
、
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
は
女
優

業
を
犠
牲
に
し
て
、
ユ
ニ
セ
フ
で

の
活
動
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。
そ
の
背
景
に
は
、

彼
女
の
少
女
時
代
が
深
く
関
わ
っ

て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、

彼
女
が
当
時
暮
ら
し
て
い
た
オ
ラ

ン
ダ
に
、
ド
イ
ツ
が
侵
攻
。
当
時

で
あ
る
。
彼
女
の
名
前
を
知
ら
な

い
人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
、
女
優
と
し
て

才
能
溢
れ
る
彼
女
が
人
生
を
か
け

た
も
の
は
、
女
優
業
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
彼
女
は
、
人
生
の
後
半

の
ほ
と
ん
ど
を
国
際
連
合
児
童
基

金
（
ユ
ニ
セ
フ
）
で
の
仕
事
に
捧

げ
た
。
そ
し
て
、
１
９
９
２
年
の

終
わ
り
に
は
、
ユ
ニ
セ
フ
親
善
大

使
と
し
て
の
活
動
に
対
し
て
、
ア

　
私
た
ち
は
日
々
の
生
活
の
な
か

で
、
ど
れ
く
ら
い
他
人
を
思
う
こ

と
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
自

分
の
こ
と
で
一
杯
一
杯
に
な
っ

て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た

と
き
、
自
分
の
手
を
見
つ
め
て
、

こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

　
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー

ン
。
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
、
エ
ミ
ー

賞
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
、
ト
ニ
ー
賞
の

受
賞
経
験
を
持
つ
数
少
な
い
人
物

11
歳
だ
っ
た
彼
女
は
、
栄
養
失
調

に
苦
し
み
、
重
度
の
貧
血
と
呼
吸

器
障
害
、
浮
腫
に
悩
ま
さ
れ
た
。

彼
女
が
少
女
時
代
に
受
け
た
こ
れ

ら
の
戦
争
体
験
が
、
後
年
の
ユ
ニ

セ
フ
へ
の
献
身
に
つ
な
が
っ
た
と

い
え
る
。

　
ユ
ニ
セ
フ
で
の
経
験
を
通
し

て
、
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
は
こ
ん
な
言

葉
も
残
し
て
い
る
。『
愛
さ
れ
る

よ
り
、
愛
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。』

　
私
た
ち
は
、
自
分
の
こ
と
だ
け

に
必
死
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち

だ
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
他
人
を

助
け
る
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。私
た
ち
は
こ
の
世
界
で
、

手
を
取
り
合
っ
て
生
き
て
ゆ
く
の

だ
か
ら
。

『
年
を
と
る
と
、
人
は
自
分
に
二
つ
の
手
が
あ
る
こ
と
に

　
気
づ
き
ま
す
。
ひ
と
つ
は
自
分
を
助
け
る
手
。

　
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
他
人
を
助
け
る
手
。
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン

潔
な
店
内
や
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
店

主
は
、
そ
れ
目
当
て
で
来
る
客
が

い
る
ほ
ど
だ
。
ま
た
、
学
生
に
積

極
的
に
来
店
し
て
欲
し
い
と
い
う

気
持
ち
か
ら
、
お
か
わ
り
自
由
の

ラ
イ
ス
を
50
円
で
提
供
し
て
い

る
。

　
加
え
て
同
店
は
常
連
が
多
い
。

常
連
客
の
名
前
を
貼
り
出
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
す
る「
帯
シ
ス
テ
ム
」

は
、
同
店
が
常
連
客
を
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
の
象
徴
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
ラ
イ
ス
が
時
々
、
炊
き
込

み
ご
飯
に
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
来

る
た
び
に
変
化
の
あ
る
店
作
り
を

心
が
け
て
い
る
と
い
う
。

　
長
く
暑
か
っ
た
夏
休
み
の
果

て
、今
年
も
秋
学
期
が
始
ま
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
は
続
く
が
季
節

は
食
欲
の
秋
、
夏
の
ク
ー
ラ
ー
で

冷
え
切
っ
た
身
体
に
も
ピ
ッ
タ

リ
、
ス
タ
ミ
ナ
回
復
に
も
抜
群
な

「
三
代
目 

麺
屋 

あ
く
た
川
」
の

一
杯
は
心
も
体
も
温
め
て
く
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。
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2018年10月5日 関 西 学 院 大 学 新 聞 4学生連盟財政特集

財政状況の実態はQ1. 2016年の学生連盟発足前と
　　比較して、財政状況は…

Q3. 大学側は現在の予算制度について、
　　見直したほうがよいか…

Q2. 現状給付されている助成金
　　の額に、満足しているか…

　課外活動を支援する目的で、学生連盟加盟団体や登
録団体などに対して、毎年大学側から助成金が交付さ
れている。2016年に学生連盟が発足したことに伴い、
大学側から加盟団体に支給される助成金の割合や額が
変更された（ただし給付割合は団体によって異なる）。
学生連盟の発足以降、助成金の交付は大学側に一任さ
れ、交付水準は全体的に厳格化された。この現行制度
に不満を持つ学生連盟加盟団体が多いと感じた我々は、
加盟団体の協力を得て、実態調査に乗り出した。アン
ケートや取材を行う過程で、団体それぞれに異なる状
況が浮かび上がってきた。

●調査方法
　2018年９月4日から９月21日の間、学生連盟加盟
団体に対してGoogleフォームにてアンケート調査を実
施した。合計85団体のうち、52団体より回答を得た�
（回答率は61％）。

どちらともいえない
75％

悪化した
21％

改善した 4％

見直した
ほうが
よい
47％

どちらとも
いえない
49％

見直す必要はない
4％

どちらとも
いえない
21％

満足
していない
61％

満足して
いる
18％

　「どちらともいえない」が４分の３を占めた。「改善し
た」と「悪化した」を比べると、「悪化した」が上回る結果と�
なった。

　見直すべきだという回答が47％にまで及んだ。どちらとも
いえないと回答した団体の数と合わせて考えると、満足して
いる団体は少ないようだ。

　現在の助成金に対して、不満を持つ団体が61％にまで及ん
だ。一方で、満足と答えた団体はわずか18％にとどまった。

●こんな声もありました
・他大学と比較してももらえる額が少ない　・年間予算額の決定基準が不透明

・補助が一部しか返ってこない　　　　　　・特別助成金の基準が厳しすぎる

・購入用途や活動内容を考慮してほしい　　・交通費の支給基準が複雑

・マニュアルに領収書の実例を載せてほしい

・器具や用具の維持管理にも費用がかかることを考慮してほしい

・大学側に課外活動を支援する気が感じられない

加盟団体Bの証言

加盟団体Ａの証言

学生連盟加盟団体の声調査・取材を終えて
　今回の調査結果をまとめ、スポーツ・文化課に大学側と

しての回答を求めたが、登録団体の調査が不十分であるこ

となどを理由に回答を断られた。しかし、より厳密な調査

結果であれば、改革案を含めた回答を提示できるかもしれ

ないとのことだ。弊部では今後、登録団体の調査も改めて

行い、より詳しい実態を明らかにする予定である。次号に

向けて弊部TwitterのDMにて意見を募集するので、登録団

体の方々はぜひ協力してほしい。� 〜つづく〜

緊急調査

　年間支出は合計で50万円。一般助成金のみを申請している。
学祭期間中のイベント開催に関係する支出が大きく、部員から
徴収する年間総額30万円の部費などでは補えない。

　活動は学外なので、支出は交通費がほとんど。一般助成金の額も
少ないので、全て部員の実費。大学や同窓会からの依頼はあるが、
足元を見られてお礼はとても少ない。一人当たり、年間10万円近
く払っている。目に見える成果が出ない活動なので、とても苦しい。


